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学
生
懸
賞
論
文
発
表

令
和
三
年
度
学
生
懸
賞
論
文
の

応
募
状
況
と
選
考
過
程

國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

　

本
年
度
の
学
生
懸
賞
論
文
の
審
査
対
象
論
文
数
は
、
文
学
部
・
神
道
文

化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
一
部
門
は
応
募
二
本
、
大

学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
の
本
誌
掲
載
済
み
論
文
を
対
象
と
す

る
第
二
部
門
は
四
本
で
あ
っ
た
。

　

選
考
過
程
で
基
準
と
し
て
い
る
の
は
、
表
題
と
内
容
の
整
合
性
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
問
題
提
起
が
明
瞭
で
あ
る
か
否
か
、
結
論
と
照
応
し
て
い

る
か
、
論
文
中
の
学
術
上
の
述
語
の
定
義
は
適
切
か
否
か
、
論
証
過
程
に

破
綻
が
な
い
か
、当
該
課
題
の
研
究
史
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
、

日
本
語
の
表
現
は
適
切
か
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
部
門
に
つ
い

て
は
、
本
誌
掲
載
ま
で
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
も
精
査
し
て
い
る
。
応
募

す
る
際
に
は
、
右
記
の
点
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。
今
後
さ
ら
に
、
学
生
懸

賞
論
文
の
意
義
を
周
知
し
、
意
欲
的
な
研
究
成
果
が
数
多
く
懸
賞
論
文
の

審
査
対
象
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
五
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
に
お
い

て
、
査
読
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
対
象
論
文
一
本

を
入
選
、
一
本
を
佳
作
と
し
た
。

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
）

　

な
し

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選
＝
本
誌
第
一
二
二
巻
第
九
号
掲
載
＝

　
　

中
山　

陽
介
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　

平
仮
名
の
字
源
と
草
書

　

佳
作
＝
本
誌
第
一
二
三
巻
第
一
号
掲
載
＝

　
　

垰
岡　

悠
希
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　

演
奏
の
思
想
─
１
９
７
０
年
代
の
高
橋
悠
治
に
お
け
る

　
　
　
「
自
発
性
」
の
問
題

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）
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選　

評

　

中
山　

陽
介
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
＝
令
和
三
年
度
）

　
　

平
仮
名
の
字
源
と
草
書

　

言
語
に
お
け
る
文
字
の
役
割
は
「
連
続
す
る
音
声
の
主
た
る
特
徴
を
単

位
区
分
と
し
て
把
握
す
る
視
覚
認
識
」
を
目
指
す
。
日
本
語
の
場
合
、
音

節
（
お
お
よ
そ
〈
子
音
＋
母
音
〉
の
開
音
節
構
造
）
が
単
位
区
分
に
相
当

し
、
当
初
は
漢
字
の
導
入
に
よ
っ
て
視
覚
認
識
の
具
現
化
を
果
た
し
た
。

い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
の
用
法
で
あ
る
。
そ
の
後
、
通
説
で
は
漢
字
の
書
き

崩
し
に
よ
り
平
仮
名
が
成
立
し
た
と
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
書
き
崩
せ
ば

平
仮
名
の
形
に
な
る
の
か
、
明
解
な
説
明
を
求
め
得
な
い
現
状
が
あ
る
。

当
該
の
中
山
論
文
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
新
た
な
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
平
仮
名
の
成
立
過
程
の
通
説
」
で
は
、
従
来
の
「
平
仮
名
」

に
関
わ
る
代
表
的
な
説
明
五
項
目
を
紹
介
し
た
上
で
、
通
説
を
要
約
す
れ

ば
「
平
仮
名
の
成
立
は
、
①
万
葉
仮
名
を
草
書
に
し
、
②
そ
れ
を
更
に
書

き
崩
す
、
と
い
ふ
二
段
階
を
経
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
①
草
書
化
②
簡
略
化
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
草
書
化
が
生
起

し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
草
書
が
平
仮
名
へ
と
変
化
し
た
の
か
と
い
う
過

程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
な
検
討
が
な
い
状
況
を
指
摘
す
る
。
次
に

第
二
章
「
従
来
の
研
究
」
で
は
、
楷
書
や
行
書
に
よ
る
万
葉
仮
名
が
自
然

と
書
き
崩
さ
れ
、
草
仮
名
そ
し
て
平
仮
名
へ
と
至
っ
た
と
す
る
見
方
に
疑

問
を
投
げ
か
け
、
楷
書
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
の
見
直
し
を
提
案
す
る
。

　

第
三
章
「
草
書
の
特
徴
と
歴
史
」
で
は
、
楷
書
と
草
書
の
歴
史
を
概
観

し
、
そ
の
来
歴
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
、
平
仮
名
の
字
源
を
説
く
際
に
楷

書
を
起
点
と
す
る
こ
と
の
難
を
認
め
、万
葉
仮
名
を
草
書
に
す
る
こ
と
は
、

楷
書
の
万
葉
仮
名
の
形
を
書
き
崩
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
草

書
の
形
を
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
第
四
章
「
日
本

に
於
け
る
草
書
の
受
容
」
と
続
き
、
近
年
の
研
究
で
は
、
草
書
を
十
分
に

習
熟
し
た
人
が
奈
良
時
代
に
は
殆
ど
な
く
、
本
格
的
に
草
書
を
受
容
す
る

の
は
平
安
時
代
初
期
に
ま
で
降
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
五
章
「
平
仮
名
の
字
源
の
書
体
」
で
は
、
平
仮
名
の
字
源
が
必
ず
し

も
草
書
だ
け
に
限
定
は
で
き
ず
、
朝
鮮
半
島
の
書
法
に
基
づ
く
上
代
の
字

形
と
一
致
す
る
も
の
や
、
平
安
時
代
初
期
に
普
及
し
た
晋
唐
書
法
の
草
書

や
楷
書
・
行
書
に
一
致
す
る
も
の
も
混
在
し
、
総
じ
て
平
安
時
代
初
期
に

通
用
し
た
形
が
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
図
版
を
示
し
な
が

ら
分
析
す
る
。
第
六
章
「
簡
略
化
の
発
生
」
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
論
点
を

集
約
し
た
上
で
、
仮
名
に
草
書
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
字
形
を
書
き
崩
す

と
い
う
簡
略
化
の
方
法
を
導
き
、
や
が
て
平
仮
名
の
文
字
と
し
て
の
社
会
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性
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
の
中
山
論
文
は
、
平
仮
名
の
成
立
に
関
す
る
通

説
を
的
確
に
整
理
し
、
漢
字
の
草
書
字
形
を
源
と
す
る
観
点
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
視
点
を
展
開
し
た
。
草
書
は
平
安
時
代
に
な
っ
て
普
及

し
、平
仮
名
が
発
生
す
る
契
機
と
な
っ
た
点
も
明
ら
か
に
し
た
。よ
っ
て
、

本
論
考
は
『
國
學
院
雜
誌
』
学
生
懸
賞
論
文
に
お
け
る
入
選
評
価
に
値
す

る
。

　

垰
岡　

悠
希
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
＝
令
和
三
年
度
）

　
　

演
奏
の
思
想

　
　
　

─
１
９
７
０
年
代
の
高
橋
悠
治
に
お
け
る
「
自
発
性
」
の
問
題

　

高
橋
悠
治
（
一
九
三
八
─
）
の
作
曲
活
動
は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に

大
き
な
転
機
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
計
算
的
手
法
の
導
入
に

よ
っ
て
作
曲
家
の
意
図
を
極
力
排
除
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
高
橋
は
、

こ
の
時
期
以
降
、
演
奏
者
の
意
図
や
慣
習
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
模
索
し

は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
は
高
橋
の
作
曲
歴
の

な
か
で
も
重
要
な
転
換
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
実
が
十

分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
本
論
文
の
意
義
は
そ
う
し
た
先

行
研
究
の
不
備
を
補
う
論
点
と
し
て
「
自
発
性
」
の
概
念
に
注
目
し
、
一

次
資
料
の
読
解
を
通
じ
て
、
高
橋
悠
治
に
よ
る
「
演
奏
の
思
想
」
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

現
代
音
楽
の
文
脈
に
お
け
る
演
奏
者
の
「
自
発
性
」
と
い
え
ば
、
た
と

え
ば
作
曲
家
ア
ー
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
（Earle Brow

n, 

一
九
二
六
─

二
〇
〇
二
）
の
図
形
楽
譜
な
ど
、
自
由
な
演
奏
解
釈
を
触
発
し
よ
う
と
す

る
よ
う
な
試
み
を
連
想
す
る
。
し
か
し
、
本
論
考
に
よ
れ
ば
高
橋
の
い
う

「
自
発
性
」
は
、
そ
う
し
た
も
の
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
高
橋
の
「
自

発
性
」
概
念
と
は
、
演
奏
者
が
好
き
勝
手
に
解
釈
で
き
る
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
の
肥
大
化
を
抑
制
す
る
よ
う
な
ル
ー
ル
の
な
か
で

こ
そ
引
き
出
さ
れ
る
選
択
や
協
働
の
積
極
性
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
本
論
考
で
は
た
と
え
ば
《
マ
ナ
ン
ガ
リ
》

（
一
九
七
三
）
の
よ
う
に
演
奏
者
た
ち
が
互
い
の
音
に
注
意
深
く
耳
を
傾

け
な
が
ら
演
奏
の
方
向
性
を
自
己
決
定
し
て
い
く
よ
う
な
作
品
や
、《
メ

ア
ン
デ
ル
》（
一
九
七
三
）
の
よ
う
に
厳
密
な
ル
ー
ル
の
も
と
で
演
奏
順

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、《
非
楽

之
楽
》（
一
九
七
四
）
や
《
自
然
に
つ
い
て

─
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
お
し
え
》

（
一
九
七
五
）
の
分
析
で
は
、
高
橋
が
さ
ら
に
進
ん
で
集
団
制
作
を
取
り

入
れ
る
か
た
ち
で
音
楽
家
ど
う
し
の
協
働
性
を
促
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
「
自
発
性
」
が
意
味
す
る
の
は
、
作
曲
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家
が
統
制
す
る
の
で
も
演
奏
者
が
自
由
に
振
る
舞
う
の
で
も
な
く
、
両
者

が
集
団
的
な
相
互
交
渉
の
な
か
で
演
奏
を
立
ち
上
げ
て
い
く
よ
う
な
新
し

い
創
作
の
か
た
ち
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
論
考
は
言
説
と
作
品
と
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
高
橋
の
「
演
奏
の
思
想
」
を
具
体
的

に
解
明
し
て
い
る
と
い
う
点
で
評
価
に
値
す
る
。
加
え
て
、
本
論
考
は
そ

う
し
た
高
橋
の
演
奏
論
か
ら
、
あ
る
種
の
制
度
批
判
を
読
み
取
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
も
評
価
に
値
す
る
。
本
論
考
は
一
見
す
る
と
現
代
音
楽
論
か

ら
遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
ト
ー
マ
ス
・
ト
ゥ
リ
ノ
の
人
類
学
的
な
音
楽
論

を
援
用
し
つ
つ
、
高
橋
が
単
に
新
し
い
創
作
の
か
た
ち
を
め
ざ
す
と
い
う

よ
り
、
特
権
的
な
個
人
に
「
創
造
性
」
を
帰
着
さ
せ
る
近
代
芸
術
の
制
度

や
音
楽
家
集
団
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
考
は
作
家
論
を
超
え
て
、
よ
り
広
く

音
楽
制
度
論
と
し
て
の
射
程
を
備
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
射

程
に
さ
ら
な
る
説
得
力
を
与
え
る
に
は
、
他
の
音
楽
家
と
の
比
較
や
同
時

代
の
社
会
背
景
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
本
論
考
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
発

展
に
期
待
し
た
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
考
は
『
國
學
院
雜
誌
』
学

生
懸
賞
論
文
に
お
け
る
佳
作
評
価
に
値
す
る
と
判
断
し
た
。


